
令和 6 年度 活動実績報告書 

 

余市町地域おこし協力隊 田口 りえ 

 

昨年度運用体制を確立し、軌道に乗せた Yoichi タータン業務の引継ぎを中心に行いました。学校、社会

福祉事業所、クリエイターとの協働により様々なシーンでタータンを活用、その取り組みが注目され北海

道庁から「北海道福祉のまちづくり賞」を授賞し、町内関係者への経済的貢献だけでなく、シビックプラ

イド醸成にも寄与することができました。 

 

1 Yoichi タータン                            

令和 5 年度より開始した「Yoichi タータン」の商品開発を継続。地域貢献と町内利益循環を目的として

引き続き町内事業者や学校と協働し、観光協会担当者へ業務を引き継ぎました。 

 

(１)商品開発・PR 

開発当初、余市養護学校生徒の「社会と繋がり町の役に立ちたい」、福祉施設利用者や町内クリエイター

の「経済的自立に繋げたい」という思いを受け利益還元の仕組みを整備、顧客ニーズを反映したアイテム

を 2 年間で 27 種開発しました。関係者の希望に添うよう仕様や制作料を協議し、協会利益率 50％前後と

なるよう売価設定し開発ストーリーや目的を添えて展開。人気商品の品切れが課題となりましたが順調に

売上げています。道内ハンドメイド愛好者が札幌ドームに集うイベント「サッポロモノヴィレッジ」での

PR 時には多くの来場者から Yoichi タータンをメディアで見て知っていると声がけされるなど、認知度の向

上を実感しました。 

 

売上（R6.4.1～R7.2.28) 

2,245,000 円（食品、イベント売上除く）前年比 102％ 

 

 協会オリジナル商品例 

 エプロン、テーブルクロス、手ぬぐい、ハンカチ、みつろうラップ、ランチョンマット、エコバッグ、 

ネクタイピン、ティッシュケースカバー、ダブルクリップ、クッション、シルクネクタイ、ピンバッ

ジ、日用品、マスキングテープ等文具（来年度発売）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
エルラプラザ店舗の Yoichi タータンコーナー サッポロモノヴィレッジでの PR 



(2)タータン活用と交流の拡大 

昨年度に続いて Yoichi タータンの町内認知拡大と文化としての定着を意図し、希望する学校や社会福祉

施設に生地サンプルや端切れを配布。養護学校や紅志高校との交流を継続し、学校行事参加や授業での講

演、小物制作ワークショップを行ったことで生徒・関係者への認知が広まり、多方面で活用されました。 

 

【余市養護学校高等部】 

生地の端切れを活用したヘアゴムを作成、紅志高校の生徒が制作したジャムとともにイオン余市でコ

ラボ商品を販売し好評を得ていました。 

【余市紅志高校】 

・演劇部の舞台で演出上の重要モチーフとして Yoichi タータンが登場。後志大会最優秀賞、全国大会

優秀賞を授賞。 

・服飾文化の授業で生徒がタータンの端切れを使用したコサージュを制作して卒業式で配布、「余市タ

ータンとの出会いが大きな財産となった」「生まれ育った余市町への愛着が一層深まりました」と感想

をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)成果と誇り 

上記の活動から、「Yoichi(余市)タータン」の織生地の商品開発を町内の余市養護学校や障害者福祉施設

と連携して行い、生徒達の社会参加に繋がったとして 10 月、余市観光協会が北海道庁より初めて「北海道

福祉のまちづくり賞」（活動部門）を受賞しました。 

授賞にあたり関係施設、学校や生徒から「自分たちとこの町を誇りに思う」と言葉を頂き、生徒や学校

の社会参加だけでなく、自己愛や郷土愛の向上に貢献できたことが大きな収穫であると実感しました。 

左上：紅志高校・養護学校コラボ商品、左下：紅志高校生徒のコサージュ、右：紅志高校演劇部御礼状 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ サイクルツーリズム                          

自転車を観光に活用するサイクルツーリズムの契機にと作成した「余市サイクリングマップ」につい

て、前年アンケートの要望を反映して修正を加え、次回増刷時に備えました。昨年度導入した電動レンタ

サイクルの利用率も上昇を見せています。 

また、余市サイクリングマップに影響を受けた小樽市内の自転車愛好者グループより、小樽でも町の特

徴である「坂」を活かしたマップを制作したいとの相談を受け全面的に協力、8 月に「小樽坂バカマップ」

が完成し、余市のコースとともに小樽のサイクリングコースを PR、道新でも取り上げられ多くの反響を得

ました。 

 

レンタサイクル利用状況 R6 年４～11 月 

682,500 円（549 件）（前年比↑108％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上：道路標識等を改良したサイクリングマップ 

右：小樽坂バカマップ道新記事 

北海道福祉のまちづくり賞 受賞式で養護学校の皆さんと 



3 出演・講演ほか                         

メディア出演・司会 

・8/11  HBC：サッポロスマイル（タータン） 

・ソーラン祭り司会(7/6)、味覚の祭典(9/29)、毛利記念日基調講演（11/16） 

 

イベント 

 ・5/25 協力隊 移住おためしツアー サイクリング対応 

 ・6/23 Yoichi タータンワークショップ はぎれでコサージュ作り 

 ・7/6 ソーラン祭り「協力隊とあそぼう！」出店 

 ・9/28  協力隊おためしツアー 活動紹介 

 

授業・講演等 

・5/9 余市町大川町民生委員会講話 

 ・7/11 余市紅志高校授業（社会人講話 観光と国際交流） 

 ・2/21 余市養護学校後志支部校⾧会研修会講話 

 

役員ほか 

・東京余市会 理事 

 ・余市養護学校運営協議会 協議員 

 ・北海道新聞余市支局通信員 

 

 

 

 

 

 

 

紅志高校 授業風景 タータンワークショップ 

移住おためしツアー 


